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令和4年(2022) 1月6日 

 
新型コロナウイルス感染症の流行が始まって以来、医学関係に限らず感染防止策に関する科学的な
話題が毎日報道され、それらを正しく理解するための科学リテラシーが求められています。 
リテラシーとは、もともとは「読解記述力」を指すといいます。「書き言葉を、作法にかなったやりかたで、読
んだり書いたりできる能力」のことで、日本では昔から「読み書きソロバン」と呼び習わし、社会人の基本的
な素養として求められてきた能力と近いものがあるのではないでしょうか。 
 
ところが、リテラシーに対する考え方は今では、「なんらかの分野で用いられている記述体系を理解し、
整理し、活用する能力」をも意味するようになり、さまざまな分野で新しいリテラシーが提唱されています。 
 
「話し言葉」は、耳や声に異常がない人であれば、極端な場合、とくに教育を受けたことがなくても、子ど
ものころから周囲の人と接しているなかで、自然に話せるようになります。いっぽう、「書き言葉」の能力は
「話し言葉」とは異なり、基本的な教育訓練を受けないかぎり身に付きません。 
 
アメリカの国立教育統計センターによると、科学リテラシーとは「個人としての意思決定、市民的・文化
的な問題への参与、経済の生産性向上に必要な、科学的概念・手法に対する知識と理解」であるとさ
れています。そこで、科学リテラシーのある人とは、以下のような能力を有する人とされています。 

 
【  科学 リテラシーの定義  】  

☑ 実験・推論の考え方および基本的な科学的事実とその意味を理解している。 
☑ 日々体験する物事に対して好奇心をもって接し、疑問を見出し、問いかけ、答えを導くことがで
きる。 

☑ 自然現象を、表現あるいは説明、予測することができる。 
☑ マスメディアの発する情報を分別を持って読み取り、その帰結の妥当性を社交の場で話しあうこ
とができる。 

☑ 国や地域の意思決定に伴う科学的な問題を認識し、科学的・技術的に熟考した上で自らの
見解を表現することができる。 

☑ 情報源および研究手法に基づいて、科学的情報の質を評価することができる。 
☑ 議論の場において、証拠に基づいた主張・評価を行い、そこから妥当な結論を導くことができる。 
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現在まさに流行のさなかにある新型コロナウイルス感染症に関して、防疫、予防、治療、その他社会的
な問題を考える場合、科学リテラシーが不足していると、思わぬ誤解を産み、それがさらに伝播することで
混乱が生じてしまいます。 
 
しかしながら、筆者は科学リテラシーについて上のような厳密なことばかりではなく、もっと身近に「ちょっとだ
け関心を持つ」姿勢があれば、さまざまな誤解や偏見が生まれないのではないかと思っています。 
もし新型コロナウイルスについて科学的な門外漢には理解しがたいような内容の場合は、大掴みに把握
し、感染症の過去の歴史を紐解いて教訓を引っ張り出し、そこへ注意深く聞き耳を立てる。科学に弱い
（と思い込んでいる人であっても）初めからそのような情報を毛嫌いするのではなく、とにかく興味を向けて
みる、そんな姿勢がありさえすれば大きな間違いは起きないのではないでしょうか。 
 
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 学習到達度調査（PISA）◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
OECD（経済協力開発機構）の学習到達度調査（PISA）は、義務教育修了段階の15歳児を
対象に、2000年から3年ごとに、読解力、数学的リテラシー、科学的リテラシーの3分野で実施されてい
ます（2018年調査は読解力が中心分野）。 
 
〈2018年の日本の調査結果〉──────────────────────────── 
1． 数学的リテラシー及び科学的リテラシーは、引き続き世界トップレベル。調査開始以降の長

期トレンドとしても、安定的に世界トップレベルを維持しているとOECDが分析。 

2． 読解力は、OECD平均より高得点のグループに位置するが、前回より平均得点・順位が統計

的に有意に低下。長期トレンドとしては、統計的に有意な変化が見られない「平坦」タイプと

OECDが分析。 

3． 読解力の問題で、日本の生徒の正答率が比較的低かった問題には、テキストから情報を探

し出す問題や、テキストの質と信ぴょう性を評価する問題などがあった。 

4． 読解力の自由記述形式の問題において、自分の考えを他者に伝わるように根拠を示して

説明することに、引き続き、課題がある。 

5． 生徒質問調査から、日本の生徒は「読書は、大好きな趣味の一つだ」と答える生徒の割合

がOECD平均より高いなど、読書を肯定的にとらえる傾向がある。また、こうした生徒ほど読解

力の得点が高い傾向にある。 

6． 社会経済文化的背景の水準が低い生徒群ほど、習熟度レベルの低い生徒の割合が多い

傾向は、他のOECD加盟国と同様に見られた。 

7． 生徒のICT※の活用状況については、日本は、学校の授業での利用時間が短い。また、学校

外では多様な用途で利用しているものの、チャットやゲームに偏っている傾向がある。 

 
※ICT とは「Information and Communication Technology」の略称、「情報通信技術」。

ICT は、デジタル化された情報の通信技術、インターネットなどで人と人とをつなぐ役割を

果たしている。国際的にも「IT」ではなく「ICT」と表現することが多い。 

 
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎ ◎  
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この調査結果で気になった日本の問題は、読解力が優位に低下してきていることです。 
「OECD平均より高得点のグループに位置するが、前回より平均得点・順位が統計的に有意に低下」
しており、「テキストから情報を探し出す問題や、テキストの質と信ぴょう性を評価する問題」が苦手のよう
です。「自分の考えを他者に伝わるように根拠を示して説明する」力が不足気味であると評価されていま
すが、これは子どもだけの問題ではないかもしれません。そうはいいながら、「読書は、大好きな趣味の一つ」
という傾向が見られる点に希望が見出せます。 
 
・日本の子どもの読解力は大丈夫か︖ 
【読解力の定義】は、「自らの目標を達成し、自らの知識と可能性を発達させ、社会に参加するために、
テキストを理解し、利用し、評価し、熟考し、これに取り組むこと。」とされています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
この調査の例題は、消費者がある商品に関する情報をどう理解し、どのような行動につなげるべきかとい
うもののようです。これは世の中に氾濫するさまざまな情報を正しく理解、把握するうえで欠かせない基本
的な問題で、子どもたちだけに限ったことではないと思います。 
 
・課題文１︓企業のWebサイト（商品の安全性を宣伝） 

問１︓字句や内容を理解する 
問２︓記載内容の質と信ぴょう性を評価する（自由記述） 

 
・課題文２︓オンライン雑誌記事（商品の安全性について別の見解） 

問３︓課題文の内容形式を考える 
問４︓必要な情報がどのWebサイトに記載されているか推測し探し出す 

【測定する能力①情報を探し出す】 
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・課題文１と２を比較対照 
問５︓両文章の異同を確認する 
問６︓情報の質と信ぴょう性を評価し自分ならどう対処するか、根拠を示して説明する 

（自由記述）【測定する能力③評価し、熟考する】 

 

どうでしょうか。健康食品、健康器具、化粧品、電化製品などなど、どう見ても世の中には首を傾げたく

なるコマーシャルが溢れていますが、売り手と、場合によってはそこへ手を貸すマスコミ、それぞれの信ぴょう性

を眉に唾をつけながら対処できているでしょうか。 

 
・「読む」ことの大切さを孫娘に学ぶ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
先日、４歳の孫娘が読んでいたのはまさにこの読解力をつける絵本でした。自分で読めるように作られた

本です。右頁に簡単なお話が書いてあり、それを読んで左頁の質問に答えます。 

例えば、おじいさんが大きなかぶを抜こうとしても抜けないので、おばあさんがおじいさんを引っ張りますが、

それでも抜けません。そこで、あばあさんを子どもが引っ張ります。最後はねずみも加勢します。設問が、まち

がっていれば「×」、正しい答には「〇」をつけます。 

誰が誰を引っ張ったのか、文章も単純ではなくしっかり読まないとカン違いしそうな問題もあります。わから

ない場合は、すぐに右頁のお話をもう一度読み直して再確認します。 

 

そうやってお話を楽しみながら問題を解いていく様子を脇で見ていて、なるほど読解力をつけるとはこういう

ことだと感心したものです。とにかく、よく読むこと。そのなかで、ポイントを押え、内容を整理、把握し、質問

に答える。その根拠は、ここにこう書いてある、と根拠を示す、この点がもっとも重要なのです。 

 

 

 

【参考】 
PISA調査（科学的リテラシー）及びTIMSS調査（理科）の結果分析と改善の方向（要旨） 

◆PISA調査 
1．定義 

科学的リテラシｰとは、｢自然界及び人間の活動によって起こる自然界の変化について理解し、意思決定するた
めに、科学的知識を使用し、課題を明確にし、証拠に基づく結論を導き出す能力｣である。 

2．特徴 
日常生活における様々な状況で科学を用いることを重視していること 
 → 科学的な原理や概念の理解にとどまることなく、それらを｢生活と健康｣、｢地球と環境｣、｢技術｣という側

面から、日常生活に活用することを重視している。 
科学的プロセスに着目し把握しようしている。 
→ 科学的現象の記述、説明、予測、科学的探究の理解、科学的証拠と結果の解釈というプロセスに分類

し、把握しようとしている。 
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◆TIMSS調査 
1．目的 

初等中等教育段階における児童・生徒の算数・数学及び理科の教育到達度を国際的な尺度によって測定し、
各国の教育制度、カリキュラム、指導方法、教員の資質、児童・生徒の学習環境条件等の諸要因との関係を明
らかにする。 

2．特徴 
各国で児童・生徒が学校カリキュラムの内容をどの程度習得しているかを重視している。 
 → 知識・理解に関する問題数が圧倒的に多い。 
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